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　 価 値ある医 薬 品の創 製を通じて、

世界の人々の健康に貢献する田辺三

菱製薬。関節リウマチ治療薬「シンポ

ニー」や「レミケード」、2型糖尿病治療

剤「テネリア」や「カナグル」などの医

療用医薬品のほか、皮膚疾患治療薬

の「フルコートｆ」、生薬製剤の「ナンパ

オ」などのO T C医薬品も幅広く製造・

販売する。

　医薬品メーカーは医薬品を製造・販

売するだけでなく、効能や用法、副作

用情報などの最新情報を医療機関に

伝達したり、医療従事者から臨床の情

報を収集する活動も行っている。その

役割を担うのが、M R（医薬情報担当

者）である。「関係会社も含め、全国約

1800人のMRが担当医療機関を訪問

し、情報の提供・収集に努めています」

と同社の平松 茂基氏は話す。

　 同 社は外 勤 活 動 の 多いM R 向け

にタブレット端末を支給するとともに、

S a a S型の営業支援システムを導入

し、外出先でも業務を行える環境を整

備している。「MRはタブレットを使って

インターネット経由で営業支援システ

ムにアクセスし、営業日報の入力、訪

問スケジュール管理、社内での医療関

連情報の共有などに役立てています」

（平松氏）。

　しかし、S a a S型の営業支援システ

ムは社内の基幹システムとは別系統

の運用。「MRはオフィスに戻ってから、

営業支援システムの情報を社内システ

ムにアップロードしたり、2つのシステム

が夜間処理で連携された結果を見なが

ら情報を確認しなければなりませんでし

た」と話す平松氏。これでは情報確認

に手間もかかるし、システム運用の負

荷も高くなる。

　SaaS型の営業支援システムと社内

システムをいかにシームレスに連携させ

るか――。「当初はFTPによるファイル

送受信の仕組みも考えましたが、通信

が途絶した場合のトラブル対応や再送

信の手間など運用面での負荷が大き

い。運用の手間がかからない、最適な

仕組みを模索していました」と平松氏

は経緯を語る。

　そこで同社が採用したのが、セゾン情

報システムズのHULFT-WebFTであ

る。これはインターネット環境のみで拠点

間のデータ連携システムを容易に構築

SaaSとのデータ連携基盤をHULFT-WebFTで構築
社内システムを支える既存HULFTの活用により
データ運用の効率化と業務効率の向上を実現
医薬品の創製を通じて、人々の健康を守り、豊かな生活に貢献する田辺三菱製薬。同社はHULFT-WebFTを活用し、業務
を支えるSaaS型営業支援システムと社内システムとのシームレスなデータ連携基盤を実現した。SaaSに入力したデータ
は既存のHULFTと連携し、自動的に社内システムに反映される仕組みだ。これにより、MR（医薬情報担当者）の業務効率
が大幅に向上し、システムの運用管理も効率化された。HULFT-WebFTは接続先を容易に追加でき、データ授受の運用も
一本化できる。このメリットを活かし、同社は外部の協力ベンダーとの情報連携基盤に活用するなど、用途は広がりを見せ
始めている。
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SaaSと社内システムをつなぐ
効率的なデータ連携基盤が必要に

HULFTとの連携で運用を自動化
多様な連携処理の集約も可能に
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できるミドルウェア。ファイル転送ソフトの

HULFTともシームレスに連携できる。

　「 当 社 は 基 幹システムを中 心 に

HULFTを約200ライセンス導入し、業

務関連データの連携基盤を構築・運用

しています。HULFT-WebFTを使えば、

既存のHULFTと連携し、SaaS型の

営業支援システムと社内システム間の

データ転送処理を自動化できます。同じ

HULFTシリーズなら、統一的な運用が

可能になり、一気通貫のデータ連携を実

現できると判断しました」と平松氏は選

定の理由を述べる。

　しかも、外 部サービスとH U L F T -

WebFTをつなぐ通信経路はSSLに対

応しており、情報漏えいをはじめとするセ

キュリティリスクも低減できる。「HULFT

をベースにした仕組みでデータ授受の

方法論が確立されているので、社内のセ

キュリティ審議も問題なくクリアできまし

た」（平松氏）。

　利用シーンに応じた多様な操作環境

を実現できる点も評価した。HULFT-

WebFTはWebブラウザから操作できる

ほか、公開されたコマンド／APIやクライ

アントモジュールを利用することも可能

だ。自社に最適な利用環境を柔軟に構

築できるのだ。

　連携処理を集約できるメリットも大き

い。FTPで開発する場合、新たに外部

サービスとの連携が必要になると、サー

ビス単位で連携処理を追加しなければ

ならない。「HULFT-WebFTを活用すれ

ば、連携先を登録するだけで開発の手

間はほとんど不要。今後の用途の広がり

に柔軟に対応しつつ、運用を一本化でき

ます」と平松氏は評価する。

　現在、同社はHULFT-WebFTのコ

マンド／API連携機能を使って、SaaS

型の営業支援システムと社内システム

を連携。ファイル単位でポリシーを設定

し、一定時間ごとに社内システムから

SaaSのデータを収集する仕組みを実

現している。「FTPベースの仕組みを作

り込む場合に比べて、開発の手間を省

力化し、より短期間での導入を実現で

きました。ファイル転送のスケジューリン

グ、通信トラブル時の対応なども効率

的に行えます」と平松氏は述べる。

　業務上のメリットも大きい。MRは以

前のようにSaaS型の営業支援システ

ムと社内システムを使い分ける必要が

ないからだ。「オフィスに戻ったMRは、

煩雑なデータの引き継ぎや確認の手間

がなくなり、業務効率が向上しました」

と平松氏はメリットを語る。

　新たに情報連携が必要になった場

合も、H U L F T-W e b F Tを介すること

で、接続経路の追加を容易に行える。

「今後の運用次第で、コストメリットの

さらなる向 上が期 待できます」（ 平 松

氏）。

　実際、用途は既に広がりを見せ始め

ている。その1つが、公開サイトの最適

化業務への活用だ。同社はWebサイト

を通じて最新の医薬品関連情報の提

供に努めている。情報をわかりやすく伝

達するには、その見せ方や導線の張り

方も考える必要がある。そこで同社は

外部ベンダーの協力を得て、Webサイ

トのページビューや遷移履歴などの統

計情報を集計・分析している。「外部ベ

ンダーから定期的に収集される情報の

連携基盤として、HULFT-WebFTの

活用を近く始めます」と話す平松氏。

　具体的には主にメールによるファイ

ル添付で行っていた手法をH U L F T-

WebFTに移行する。「外部ベンダーは

インターネットに接続しWebブラウザ経

由で情報を送ることができるため、設備

投資の必要がなく、新たな仕組みにス

ムーズに移行できます。データ伝送の

作業も容易になるので、外部ベンダー

の作業工数の低減につながります」と

平松氏は期待を込める。同社にとって

もメリットが大きい。SSLによるセキュア

な情報伝送が可能になる上、HULFT

と連携することで運用効率の向上も見

込めるからだ。

•ファイル転送のスケジューリング
•通信トラブル時の迅速対応

JOB連携で自動化
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煩雑な作業を解消し業務効率が向上
外部ベンダーとの情報連携にも活用

田辺三菱製薬におけるHULFT WebFTの活用イメージ
クラウドなどの外部サービスや外部の協力ベンダーとのデータ連携基盤にHULFT WebFTを活用している。複数の社外接続先
を一本化できる上、社内システムのデータ伝送を支えるHULFTとのシームレスな連携が可能になり、情報活用のレベルアップと
システム運用の効率化を実現した。
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　今後はデータ連携基盤の利用拡大

を見据え、H U L F Tシリーズを集中管

理するソリューションとして、HULFT-

HUBの活用推進を目指す。「HULFT-

H U Bを活用すれば、社内に分散する

H U L F Tの統 合 管 理や業 務 単 位の

データ伝送管理も可能になり、大きな

効果が見込めます。セゾン情報システ

ムズには、今後もHULFTシリーズの有

効活用に向けて、有意義な提案を期待

しています」と平松氏は今後の展望を

語った。


